
第１部

第 2章

東京の外来医療

１　東京の保健医療をめぐる現状
　　（１）…東京の地域特性
　　（２）…人口動向

２　東京の外来医療の状況
　　（１）…外来診療所従事医師
　　（２）…外来診療所
　　（３）…受療動向

３　外来医療の偏在
　　（１）…基本的な考え方
　　（２）…外来医師偏在指標と外来医師多数区域

４　医療機器の共同利用



8

8

総 平成 27年

人口 が い

○ 都の は全都 の で に 、また、人口は で り、人口 は の

と して、 に い に ります。

○ 都における 別人口 （ 間人口）は、 を に する

において、１平 当たり１ 人を ています。

また、 し の人口 は、１平 当たり 人 となっています。

第 2 章　東京の外来医療

（1）東京の地域特性
① 人口密度が高い

1 東京の保健医療をめぐる現状

人口 面積

東京 ㎢ 1,352 万人　 2190.9 ㎢　
大 府 ㎢ 884 万人　 1905.1 ㎢　
神 川 ㎢ 913 万人　 2415.8 ㎢　

㎢ 727 万人　 3797.8 ㎢　
㎢ 748 万人　 5172.5 ㎢　

府
（参考）平成27年国勢調査時点

府

人口

人口

（ 人 k ）

総 成

人口 平成 年
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間人口 が い

○ 都における 別 間人口 を ると、 からの の に り、

都 で 120 を ています。 に は 1460.6 、 は 431.1 、 は

386.7 となっています。

、都 の では 100 を っています。

医療 施設の

○ には、 医療 な医療を する が しています。

に、が な 、都 全 から 医療 を める を数 け ています。

定

② 昼間人口比率が高い

③ 高度医療提供施設の集積

人口

間人口

（ ）

総 成

人口 平成 年
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医療人 成施設の

○ 13 医 医 、11 、97 の

成 な の人 成施設が所 し、 の医療人 を 成 成しています。

間 が い

○ 都 の 数は、平成 29 年 10 月 1 647 施設で り、全国で です。

○ この 200 の 数は 448 で り、全 の 69.2 を占めます。

○ 間 の割 は 90.6 で、全国 （81.1 ）と して なっています。

厚生労働省「医療施設調査」（平成 29 年）

した

○ な の が に しており、 い 間での移 が

な に た都 となっています。

人口の な増加

○ 平成 17 年から平成 27 年までの 10 年間で約 71 人増加しており、 増

加することが ています。

省「国 調査」（平成 27 年）

が い

○ 都 の 数は、平成 27 年 で約 669 で、 の は約 74

、全 数に占める割 は 11.1 です。

省「国 調査」（平成 27 年）

医療 の

の に り、都 全 での 診療の が、2025 年には 2013 年 で約 1.5

となるな 、医療 の が ます。

人/

0

40,000

80,000

120,000

160,000

25

（2013 ）

2

（2020 ）

7

（2025 ）

96,712 

124,252 
143,924 

年

1.5

資料 都 「 都 医療 」（平成 30 年 月改 ）

④ 医療人材養成施設の集積

⑤ 中小病院や民間病院が多い

⑥ 発達した交通網

⑦ 高齢者人口の急激な増加

⑧ 高齢者単独世帯が多い

⑨ 医療需要の変化

第
１
部

第
２
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資料 東京都政策企画局「2060 年までの東京の人口・世帯数予測について」 

 

（２）人口動向 

＜年齢３区分別人口の推移と将来推計（東京都）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高齢者人口の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 東京都の総人口は、2025 年 1,417 万人でピークを迎え、以後減少し、2060 年には 1,192 万

人となることが予測されています。年少人口は 2020 年、生産年齢人口は 2025 年まで増加し、以

後減少へ転じる見込みです。 

○ 老年人口は 2015 年の 307 万人（高齢化率 22.7％）から、2050 年に 399 万人（同 31.0%）

へ増加し、都民のおよそ 3 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者という、極めて高齢化の進んだ社会が到

来することとなります。 

資料 東京都政策企画局「2060 年までの東京の人口・世帯数予測について」 

 

（2）人口動向
第
１
部

第
２
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2 東京の外来医療の状況

12 
 

資料 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」 

資料 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」（平成 28 年） 

２ 東京の外来医療の状況 

（１）外来診療所従事医師 

  ＜診療所医師数の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 診療所医師数は、総数、人口 10 万人当たり数共に増加傾向にあります。 

 

＜性別年齢階級別診療所従事医師数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 性別年齢階級別診療所従事医師数を見ると、男性では 55 歳以上 60 歳未満の区分、女性では 45

歳以上 50 歳未満の区分で最も多くなっています。また、40 歳未満の各区分で女性の数が男性を上

回っています。 

（人）
総数 人口10万対

平成10年 10,490 90.1

平成12年 11,274 95.9

平成14年 11,572 97.2

平成16年 11,982 99.2

平成18年 12,439 101.6

平成20年 12,852 103.4

平成22年 13,452 106.8

平成24年 13,984 110.2

平成26年 14,414 112.5

平成28年 14,531 112.1

（1）外来診療所従事医師
第
１
部
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資料 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」 

＜診療所従事医師の男女別平均年齢及び女性比率の推移＞ 

 

 

 

○ 診療所医師に占める女性の割合は増加傾向にあり、平成 28 年に約 29％に達し、３人に１人が女

性医師となっています。平均年齢は、男性医師が 60 歳前後で推移している一方、女性医師は低下傾

向にあり、平成 28 年には 53.1 歳となっています。 

20.49 19.51 21.85 22.52 23.52 24.44 25.09 27.07 27.81 28.74

60.5
60.2

59.6 59.2 59 58.9 58.8 58.9 59.3 59.6

57.3

54.6 55.3
54.5

53.9
53.3 52.9

52.3
52.8

53.1
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女性医師割合 平均年齢（男性） 平均年齢（女性）

（％） （歳） 第
１
部

第
２
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第２章　東京の外来医療第１部
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資料 厚生労働省「医療施設調査」（平成 29 年） 

資料 厚生労働省「医療施設調査」（平成 29 年） 

（２）外来診療所 

＜年別診療所数の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 診療所数は年々増加していますが、都においては人口が増加していることから、人口 10 人当

たりの診療所数はほぼ横ばいで推移しています。 

 

 

＜診療所の改廃（平成 28 年 10 月から平成 29 年 9 月までの期間）＞ 

 

 

 

 

 

 

 ○ 都における年間の診療所開設数は 705 か所、廃止数は 565 か所となっており、開設数は全

国の開設数の約１割を占めています。 

 

  

（か所）

開設数 廃止数
東京都 705 565
（全国） 7,674 7,168

（2）外来診療所
第
１
部

第
２
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資料 厚生労働省「患者調査」（平成 29 年）※病院+診療所の外来患者数 

（３）受療動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 都内に所在する病院、診療所の外来患者数 631.1 千人/日のうち、都内に住所地を有する外来患

者は 578.2 千人/日で、埼玉県から 20.8 千人/日、千葉県から 10.1 千人/日、神奈川県から 17.4

千人/日の外来患者の流入があります。また、各県との間で 17.4 千人/日（埼玉県）、7.7 千人/日

（千葉県）、11.5 千人/日（神奈川県）、都への流入超過となっています。 

 

 

 

（単位：千人/日）

東京 埼玉 千葉 神奈川 その他 合計

医療機関所在地別外来患者数（①） 578.2 20.8 10.1 17.4 4.7 631.1

外来患者数（患者住所地別）（②） 578.2 3.4 2.4 6.0 3.7 593.6

都の流入超過（①-②） ー 17.4 7.7 11.5 1.0 37.5

※小数点第2位以下を四捨五入しているため、流入超過の数と各患者数の内訳が一致しない場合がある。

（3）受療動向
第
１
部

第
２
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○ 国は、外来医療に いては、

で に外来医療を 診療所の開設が、 な に っている

診療所の診療 の が でいる

の に るとしています。

○ 外来医 と外来医 数 を設 し、 の を たに開 し とし

ている医療 が な に当たって な として で る 、

して することで、 々の医 の を し、 に な てい こ

とを な としています。

数

○ 外来診療所医 の を するために、国が全国の 医療 とに

する が「外来医 」です。「外来医 」は、 の の を

した人口 10 人 の診療所 当たりの診療所医 数です。

 人口 成

との医療 を、人口 成の いを ま 、 年 別の外来 療

に り

外来医療では、 の が いことから、医療 所 の を

し、 調査（平成 29 年厚生労働省）に 全ての を

た し、都 間の調 に り、 の増 をすることは

における外来医療 の は医 の で することとし、

外来医 の に当たっては しない。

年

との 年 別医 数を、 年 別の平 労働 間に って

け

3 外来医療の偏在

① 医療需要（ニーズ）及び人口構成とその変化

② 患者の流出入

③ へき地等の地理的条件

④ 医師の性別・年齢分布

（1）基本的な考え方

（2）外来医師偏在指標と外来医師多数区域

○ 指標算定上の「5つの要素」

第
１
部

第
２
章

第２章　東京の外来医療第１部
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外来医療における医療 の は 医療 り い で

していると ら るが、 の に当たって、 では な

を し で ないため、 医療 を に設

診療所

外来医療 の は診療所で ていることから、外来医

は診療所の医 数を

に いては、 と外来 の り けが しいこと 、診療所医

数に している

○「外来医 」は、 を し、 の で る。

人口

10万

数 1

×
対 4

×
2

×（ ）

（ ）
（ ）

（

）
（ ）

（ ）

⑤ 医師偏在の種別（区域、病院 /診療所）
 ・ 区域

 ・ 病院 / 診療所

第
１
部

第
２
章
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全国順位
（335圏域中）

全国の
上位33.3％

〔＊〕
圏域名

国が算定する
外来医師
偏在指標

該当

全国（参考） 106.3

1 ＊ 区中央部 239.6

2 ＊ 区西部 186.5

3 ＊ 区西南部 167.5

7 ＊ 島しょ 149.3

25 ＊ 区南部 132.1

31 ＊ 区西北部 128.3

52 ＊ 北多摩南部 118.8

72 ＊ 区東部 112.9

95 ＊ 区東北部 108.0

161 南多摩 98.0

170 北多摩西部 96.6

224 北多摩北部 90.4

280 西多摩 80.6

外来医師多数区域
に該当

該当せず

○ 都道府県間の調整については、国からは、1 千人／日以上の外来患者の流入又は流

出がある都道府県間での調整が必須とされたことから、都は埼玉県、神奈川県、千葉

県の三県との間で調整を実施しています。 

  

○ いずれの県とも「現在の患者受療動向（流出入）が継続すると考えられ、国が提供

する客観的なデータに基づき患者流出入の全てを見込んだ医療機関所在地ベースの数

値での調整が妥当である。」との結論に至ったため、都道府県間で独自の患者流出入の

調整は行わず、国が提供する流出入の数字を採用することとしました。 

 

○ 国が二次保健医療圏単位で算出した、東京都の「外来医師偏在指標」は下記のとおり

です。 

 

＜都内二次保健医療圏の外来医師偏在指標と外来医師多数区域への該当状況＞ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国は、外来医師偏在指標の値が全二次保健医療圏の中で上位 33.3％に該当する二次

保健医療圏を「外来医師多数区域」と設定し、併せて、外来医師多数区域においては、

診療所の新規開業に附随した手続が必要としています。 

 

第
１
部

第
２
章
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○ 都内の二次保健医療圏は、区中央部、区西部、区西南部、島しょ、区南部、区西北部、

北多摩南部、区東部、区東北部の 9 つが「外来医師多数区域」とされています。 

 

 

○ 区部の二次保健医療圏が全て外来医師多数区域とされ、中でも区中央部、区西部、区

西南部が全国順位のトップ 3 とされ、大学病院本院がある二次保健医療圏が全国上位

に位置しています。 

 

○ 一方で、自治体の医師確保施策等に基づく配置は考慮されず、へき地である島しょ

が全国 7 位で「外来医師多数区域」となるなど、外来医師偏在指標が機械的に算出さ

れた相対的な数値であり、必ずしも実態を反映していない点には注意が必要です。  

第
１
部

第
２
章

第２章　東京の外来医療第１部
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○ 都における外来医療の を らかにするためには、 の に しながら、

に を ってい が ります。

診療所の開設は、医療 8 に り と ており、 た の

との に り、 こに、 な診療 の診療所を開設するかは、開設 の とな

っています。

では の な外来を、200 の

では に した外来を い、診療所の外来診療 とと に な 割

を たしています。

また、医 の働 改 の に り する が ります。

診療所の 、かかり け医 、 診療 、 、 、 りな 外来

医療に めら る は しています。

に た な 療 が する 、都 に働 かけることが です。

の 、 における の 、医療 の開設 に い、都

の 療 は する が ります。

○ 都の外来医療の 来を るためには、外来医 数 外を 、全

ての 医療 で たに開 を する医 の診療所の医 に

を すことが です。

○ このため、診療 別、 別な の外来医療 の を し、外来

医療に る全ての が し、 医療 調 で を めながら、

の外来医療を てい ことを します。

は外来医 に り、 における外来医療の を 開

することで、開 の な を す ので り、開 を す

る のでは りま 。

診療所等開設の届出

病院の外来診療機能

都民の受療行動

外来医療機能の多様化

第
１
部

第
２
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ＣＴ ＭＲＩ ＰET マンモグラフィー
放射線治療

（体外照射）

  全国 11.1 5.5 0.46 3.4 0.91

  東京都 9.2 4.8 0.49 3.5 1.43

  区中央部 26.0 16.6 3.09 12.3 12.73

  区南部 8.4 4.6 0.21 3.0 0.94

  区西南部 8.7 5.3 0.26 3.6 0.88

  区西部 9.6 5.6 0.98 5.2 1.39

  区西北部 7.6 3.4 0.30 2.5 0.66

  区東北部 9.9 4.4 0.08 1.9 0.16

  区東部 6.9 3.6 0.55 2.2 0.80

  西多摩 8.8 2.0 0.49 2.4 0.74

  南多摩 7.0 3.5 0.07 2.2 0.88

  北多摩西部 7.9 4.4 0.66 3.3 0.66

  北多摩南部 8.1 3.3 0.00 2.6 0.68

  北多摩北部 6.9 3.1 0.29 2.2 0.29

  島しょ 22.7 3.4 0.00 0.0 0.00

調整人口当たり台数（台／10万人）

4 医療機器の共同利用
第
１
部

第
２
章

第２章　東京の外来医療第１部






